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駿
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予
備
学
校
講
師 

渡
辺 

剛
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１
）
過
去
問
題
の
傾
向
と
対
策 

①
有
名
出
典
か
ら
の
出
題
が
多
い
。
過
度
な
難
問
は
な
く
、
分
量
も
標
準
的
。 

 
 
→

 

ま
ず
は
高
校
・
予
備
校
で
の
授
業
内
容
の
消
化
を
。 

 
 
→

 

文
学
史
の
出
題
有
無
に
関
係
な
く
、
国
語
資
料
集
な
ど
を
通
じ
て
有
名
出
典
の
知
識
・
特
徴
を
つ
か
ん
で

お
く
。 

②
知
識
問
題
が
比
較
的
多
く
、
取
り
こ
ぼ
し
に
注
意
。
特
に
助
動
詞
に
関
係
す
る
出
題
が
多
い
。 

 
 
→

 

し
っ
か
り
と
基
本
を
身
に
つ
け
た
受
験
生
は
報
わ
れ
る
。 

    →
  

二
五
年
度
入
試
で
は
本
文
読
解
の
難
易
度
は
低
く
な
か
っ
た
が
、
基
礎
知
識
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
設
問

も
多
か
っ
た
。 

③
解
釈
問
題
・
内
容
説
明
・
内
容
合
致
問
題
の
出
題
も
あ
る
。 

 
 
→

 

選
択
肢
に
頼
ら
ず
に
考
え
る
解
答
姿
勢
が
重
要
。
出
題
意
図
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。 

 
 
→

 

語
彙
力
の
増
強
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
頻
出
語
句
の
出
題
も
多
い
！
古
文
単
語
集
を
完
璧
に
！ 

④
直
前
期
の
仕
上
げ 

→
  

現
代
文
と
の
時
間
配
分
を
考
慮
し
、
直
前
期
に
は
２
０
〜
２
５
分
間
で
古
文
を
解
く
こ
と
を
目
標
に
し
て

過
去
問
演
習
を
す
る
の
が
よ
い
。（
設
問
数
は
標
準
〜
や
や
多
め
な
の
で
時
間
配
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

２
）
具
体
的
な
勉
強
方
法 

徹
底
し
た
基
礎
固
め
と
毎
日
の
学
習
を
！ 

 

①
古
典
文
法
（
１
）：
助
動
詞
の
理
解
。《
最
重
要
》 

 
 

 
→

 

意
味
・
活
用
だ
け
で
な
く
接
続
ま
で
、
活
用
表
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
。 

 
 

 
→

 

も
っ
と
基
礎
的
な
「
用
言
に
関
す
る
文
法
問
題
」
も
出
題
さ
れ
る
の
で
、
高
一
・
高
二
レ
ベ
ル
の
基
礎
固

め
も
忘
れ
ず
に
。（
例
：
二
五
年
度
入
試
の
問
一
な
ど
） 

 

②
古
典
文
法
（
２
）：
敬
語
の
理
解
。 

 
 

 
→

 

敬
意
の
対
象
を
問
う
問
題
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
読
解
の
た
め
に
も
必
須
。 

 

③
古
文
単
語
：
古
文
単
語
集
を
最
低
３
周
。 

 
 

 
→

 

単
語
集
だ
け
で
な
く
、
読
解
問
題
演
習
の
中
で
触
れ
た
単
語
を
憶
え
る
よ
う
に
す
る
と
効
果
的
。 

④
読
解
演
習
：
他
の
日
程
の
出
題
も
似
た
よ
う
な
形
式
な
の
で
、
東
洋
大
の
過
去
問
対
策
が
有
効
。 

 
 

 
→

 

過
去
問
の
ほ
か
に
も
、
読
解
問
題
集
の
「
基
礎
〜
標
準
レ
ベ
ル
」
の
問
題
に
数
多
く
取
り
組
む
と
よ
い
。 

☆ 

古
典
文
法
・
古
文
単
語
・
古
典
常
識
の
知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
問
題
演
習
を
積
め
ば
、
必
ず
読
め

る
よ
う
に
な
る
。
安
易
な
解
法
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
頼
ら
ず
、
き
ち
ん
と
「
読
む
」
こ
と
を
心
が
け
よ
う
。 
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過
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・
現
代
語
訳
例
はT

O
Y

O
W

eb
S

tyle

内
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

  

◉
本
文
の
流
れ 

① 

女
（
和
泉
式
部
）、
悲
観
的
な
和
歌
を
送
り
、
心
情
を
訴
え
る
。 

 
↓

 

② 

帥
の
宮
、
女
の
訴
え
に
応
え
る
（
和
歌
の
贈
答
）。 

 
↓

 

③ 

帥
の
宮
、
自
ら
女
の
も
と
を
訪
れ
、
迎
え
る
。 

 
↓

 

④ 

女
、
帥
の
宮
の
言
葉
に
従
い
、
供
を
一
人
つ
け
て
同
行
。
帥
の
宮
邸
に
入
る
。 

 
↓

 

⑤ 

女
、
邸
内
で
は
格
子
を
下
ろ
し
、
人
目
を
避
け
て
帥
の
宮
に
応
対
す
る
。 

 
↓

 

⑥ 

帥
の
宮
、
女
を
北
の
対
へ
移
そ
う
と
計
ら
う
。 

 
↓

 

⑦ 

女
房
た
ち
の
間
で
も
騒
ぎ
が
広
が
る
、
北
の
方
に
告
げ
る
。 

 
↓

 

⑧ 

北
の
方
が
不
機
嫌
に
な
り
、
帥
の
宮
に
不
快
感
を
伝
え
る
。 

 
↓

 

⑨ 

帥
の
宮
、
北
の
方
に
言
い
訳
を
述
べ
る
。 


